
<教室活動の展開例>③
◆教室の目的: 地域社会への参加

◆指導者: 地域在住の日本語教育経験者
◆教室の場所:　地域の公民館

◆日時  :　日曜日　13:00～15:00
◇学習者:　日本語学習歴(なし、読書きはできない、同教室に8回目の出席)
◇学習内容:　
Ⅰ　健康・安全に暮らす　01　健康を保つ　(01) 医療機関で治療を受ける
・受診の流れを理解し、初診の手続きができる
	教室活動の内容
	サポート情報等

	1.　体の部位、症状についての表現を確認する
　〇前時に学習した表現をカルタ形式で確認する
　〇症状に応じて何科にかかるべきか答える
　　(カードを見せて)　Q: 何科に行きますか?
2.　受診の流れを理解する
　〇受診の流れ図を見ながら、質問に答える
Q: 内科医院に初めて行きます。何を持っていきますか。
　  (保険証)
Q: 受付で何をしますか。(問診票に記入します。)
Q: いつお金を払いますか。(診察の後、払います。)
Q: 薬はどこでもらいますか。
　(医院で処方箋をもらって、薬局でもらいます。)
3.　多言語医療問診票の利用の仕方を理解する
　〇入手の仕方を質問する
　　Q:　これはどこでもらえますか。
　　　　A: インターネットでダウンロードできます。
　〇多言語問診票に記入する
　　指示に従って、多言語問診票に記入する。
・ここに(名前、住所)を書いてください。
・ローマ字でもいいです。
　　・症状をチェックしてください。(カードを見せる)
　〇多言語問診票が使えるかどうか確認する
　　・使えるかどうか確認する言い方を練習する
　　Q:　これ、書いてきました。これでもいいですか。
A:　はい、いいですよ。

	・体の部位、症状のカード
・学習者作成の対訳語彙表
<教室活動の方法>
・ゲーム(カルタ)
・受診の流れ図(絵・写真)
・多言語医療問診票
・処方箋
・国際交流ハーティ港南台URL
<教室活動の方法>
実体験
<教室活動の方法>
ロールプレイ


	教室活動の内容
	サポート情報等

	・使えない場合手助けを求める言い方を練習する
　　Q:　これ、書いてきました。これでもいいですか。
　　A:　すみません。こちらに書き直してください。
　　Q:　日本語があまりわかりません。手伝ってください。
　
4.　初診の手続きをする
　〇受付で、初診の手続きをする練習をする
　　・会話例をデモンストレーションする。
　　・学習者とロールプレイをする。
　会話例1 多言語問診票が使える場合
　A　:　あのう、初診ですが、
　受付:　保険証はお持ちですか。
　A　:　はい。(出す)
　受付:　こちらの問診票に記入してください。
　A　 :  これ、書いてきました。これでもいいですか。
　受付:　はい、大丈夫です。名前が呼ばれるまで、ここで
　　　　お待ちください。
　会話例2 多言語問診票が使えない場合
　A　:　あのう、初診ですが、
　受付:　保険証はお持ちですか。
　A　:　はい。(出す)
　受付:　こちらの問診票に記入してください。
　A　 :  これ、書いてきました。これでもいいですか。
　受付:　すみません、 こちらに書き直してください。
　A　 :　日本語があまりわかりません。手伝ってください。
　受付:　わかりました。まず、ここに名前を書いてください。
　A   :  ローマ字でもいいですか。
　受付:　はい。ここに住所を書いてください。・・・
　〇保険証・問診票を持ってシミュレーションをする
	<教室活動の方法>
ロールプレイ
<教室活動の方法>
ロールプレイ
<教室活動の方法>
シミュレーション


